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戸田市立
小学校

名 前

郷土博物館へようこそ。

さぁ、これから楽しい歴史の旅が始まるよ！

『伊
い か ほ し

香保志』に掲載された戸田橋のようす
（明治時代）
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時代 日本全国のできごと 教科書に出てくる主な人物 館内の展示品など

日
本
の
国
の
成
り
立
ち

縄
文

弥
生

古
墳

飛
鳥

●土器がつくられるようになった。

●狩
か

りや漁のくらし

●米づくりが大陸から伝わった。

●邪
やまた い こ く

馬台国の卑
ひ み こ

弥呼が魏
ぎ

に使いを送った。

　（２３９年） ・卑弥呼

●大和朝廷の国土統一が進む。

●渡来人が大陸の文化を伝える。

●聖徳太子が推
すいこ

古天皇の摂
せっしょう

政になった。（５９３年）

●冠
かん い

位十二階が制定された。（６０３年）
●十七条の憲法が制定された。（６０４年）
●大化の改新（６４５年）

・聖徳太子
・小野妹子
・中大兄皇子
・中臣鎌足

貴
族
の
世
の
中

奈
良

●平城京に都が移された。（７１０年）

●大仏づくりが始まった。（７４７年）

●大仏が完成した。（７５２年）

・聖武天皇
・行基
・鑑真

平
安

●平安京に都が移された。（７９４年）

●遣
けんとうし

唐使が廃止された。（８９４年）

●藤原道長が摂政になった。（１０１６年）

●源氏が平氏を滅ぼした。（１１８５年）

・藤原道長
・清少納言
・紫式部
・平清盛

武
士
の
世
の
中
へ

鎌
倉

●源頼朝が征夷大将軍になった。（１１９２年）

●文永の役
えき

（１２７４年）

●弘安の役（１２８１年）

●鎌倉幕府が滅びた。（１３３３年）

・源頼朝
・源義経
・北条時宗

室
町

（
戦
国
）

●室町幕府の成立（１３３８年）

●足利義満が征
せいい

夷大将軍になった。

　（１３６８年）

●「応仁の乱」が起こった。　（１４６７年）

●鉄砲が伝わった。（１５４３年）

●キリスト教が伝わった。（１５４９年）

●織田信長が室町幕府を滅ぼした。

　（１５７３年）

・足利尊氏
・足利義満
・雪舟
・足利義政
・ザビエル
・織田信長

元
げんこう

寇

　「時代の流れ」に合わせて、館内の展示品が、どの時代のものなのかを

確かめてみよう !

館内を見学する前にチェックしておこう !!!

なるほど★歴史年表

十三菩
ぼ だ い

提式土器 人骨化石

古代復
ふくげん

元住居

前
ま え や

谷遺跡出土高台付皿（11 世紀中葉）

美女木八
はちまんしゃ

幡社の銅
どうしょう

鐘

板石塔
と う ば

婆

【資料３－１】
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武
士
の
世
の
中

安
土
桃
山

●「本能寺の変」が起こった。（１５８２年）
　秀吉が検

けんち

地を始めた。（１５８２年）
●秀吉が刀

かたながり

狩令を出した。（１５８８年）
●秀吉が全国を統一した。（１５９０年）

・明智光秀
・豊臣秀吉

江

戸

●徳川家康が江戸に幕府を開いた。
　（１６０３年）

●豊臣氏が滅亡した。（１６１５年）
●参
さんきんこうたい

勤交代制度が始まった。（１６３５年）
●鎖

さこく

国が完成した。（１６４１年）
●ペリーが浦

うらが

賀に来た。（１８５３年）
●日米和親条約を結んだ。（１８５４年）
●日米修好通商条約を結んだ。

　（１８５８年）
●大
たいせいほうかん

政奉還（１８６７年）
（王

おうせいふっこ

政復古の大号令）

・徳川家康
・徳川家光
・近松門左衛門
・前野良沢
・杉田玄白
・本居宣長
・伊能忠敬
・歌川広重
・ペリー
・吉田松陰
・坂本竜馬

明
治
か
ら
の
世
の
中

明
治

大
正

●江戸が東京になった。（１８６８年）

●廃
はいはんちけん

藩置県が行われた。（１８７１年）

●徴
ちょうへいれい

兵令が出された。（１８７３年）

地
ちそか い せ い

租改正が行われた。（１８７３年）

●大日本帝国憲法の発布（１８８９年）

●日清戦争が起こった。（１８９４年）

●日露戦争が起こった。（１９０４年）

●第一次世界大戦が起こった。（１９１４年）

●普通選挙制度が定められた。（１９２５年）

・勝海舟
・西郷隆盛
・大久保利通
・木戸孝允
・福沢諭吉
・板垣退助
・大隈重信
・伊藤博文
・陸奥宗光
・小村寿太郎

昭
和

●満州事変が起こった。（１９３１年）

●国際連盟から脱
だったい

退した。（１９３３年）

●日中戦争が起こった。（１９３７年）

●第二次世界大戦が起こった。（１９３９年）

●太平洋戦争が起こった。（１９４１年）

戦
後
の
新
し
い
日
本

昭
和

●日本国憲法の公布 　（１９４６年）
●サンフランシスコ平和条約を結んだ。

　（１９５１年）
●国際連合に加わった。 　（１９５６年）
●オリンピック東京大会が開かれた。

　（１９６４年）
●沖縄が日本に復

ふっき

帰した。　　（１９７２年）
　冬季オリンピック札幌大会が開かれた。

平
成

●ソ連が解体した。 　（１９９１年）
●阪神・淡路大震災が起こった。

　（１９９５年）
●冬季オリンピック長野大会が開かれた。

　（１９９８年）
●アメリカで同時多発テロが起きる。

　（２００１年）
●東日本大震災が起こった。　（２０１１年） ※常設展示はしていません

渡
と せ ん ば

船場模型

肥船模型 鷹
た か ば ぼ う じ

場榜示石

五榜
ぼう

の掲示

役場の看板

日の丸寄せ書きと国民服

聖火ランナーのユニフォームとメダル

【資料３－１】
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常設展示室配置図

〈1964年東京オリンピック〉

〈戸田団地の
ダイニングキッチン再現〉

〈美女木八幡社銅鐘〉

〈江戸時代の
中山道筋の
ジオラマ〉

【昔の戸田視聴コーナー】

【妙顕寺道しるべ】

〈
教
育
〉
〈
旅
〉

〈
信
仰
〉

〈
彩
湖
の
地
層
〉

〈治水〉

〈
戸
田
橋
〉

バ
ナ
ー
Ｃ

バナーＢ

バナーＡ

【道路元標】

バナーＡ：漁撈
バナーＢ：旅・教育・信仰
バナーＣ：戸田橋

【情報コーナー】 【昔の戸田視聴コーナー】

【資料３－１】
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●�今から約６０００年前の戸田市は（ �　　）
だった。
●�戸田市は低地にあり、（� 　）の水が運ん
できた土が積ってできたものである。
●�関東平野ができたのは、（� 　）の第四紀
である。
●�昔の土地のようすを知るためには、（ �　　）
を調べるとよい。

世界全体の流れ 戸田市の動き

●５００万年前ごろ

人類の誕生

●８０～５０万年前

北京原人・ジャワ原人

●２０～１５万年前

ネアンデルタール人（旧人）

●５万～３万２０００年前

野
の じ り こ

尻湖遺跡（長野県）

●４万年前ごろ

クロマニョン人（新人）

●１万８０００年前ごろ

港
みなとがわ

川人（沖縄県）

●１８０万年前ごろ～

現在の戸田の辺りは、第四紀

の気候変化（氷河期・間氷期）

に伴い、海の底になったり、

陸地になったりしていました。

ちょうど、６０００年前ごろ

は奥東京湾と呼ばれる海の底

でした。

旧石器時代

　「旧石器時代の人びとの住居は？衣服は？」というと、実はよくわかっていません。というのも、日本は世界有数の酸性土
どじょう

壌

のため、土の中では、衣服はおろか骨さえも溶けてなくなってしまうからです。ただ、想像では、住居は動物の皮を用いたテ

ント状のもので、衣服も捕らえた動物の皮の加工品であったと考えられています。

上の資料を見て、（　）に入る言葉を下の□から
選んで、①～⑧の番号を書きましょう。

①山の上　②海の底　③信
しなの

濃川　④荒川
⑤明治時代　⑥新生代　⑦地層　⑧空気

◆クイズコーナー

◆なるほど郷土博物館

◆歴史トリビア

答え：②④⑥⑦
　大昔の戸田は、どのような

地形をしていたのかな？調べ

てみよう！
大昔の戸田の様子

【資料３－１】
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世界全体の流れ 戸田市の動き

●５５００年前ごろ

三
さんないまるやま

内丸山遺跡（青森県）

●５０００年前ごろ～

メソポタミア文明

エジプト文明

中国文明

●４５００年前ごろ～

インダス文明

●�２４００年前ごろ

�日本に水稲耕作技術が

伝来

●２３９年

�邪
やま た い こ く

馬台国の卑弥呼が魏
ぎ

に使いを送った。

●６０００年前

�海が退き始め、戸田

の辺りが陸地化した。

●５０００年前

�戸田周辺では、狩猟

生活が営まれていた。

●２３００年前ごろ

�稲作が始まり、人々の

定住生活が始まった。

　縄文人が、最初に家
かちく

畜にした動物は、「イヌ」です。約９０００年前の遺跡からは、イヌの骨がたくさん発見されています。

埋
まいそう

葬されたイヌの骨のようすを見ると、わざわざ石でおおっているものやヒトの遺体とともに埋葬されているものなど、人間

ととても親しい関係にあったことが分かります。飼われていた目的は、「番犬」や「猟犬」だったと考えられています。

◆歴史トリビア

縄文時代、弥生時代

　もし、あなたが「村長」だったなら、戸田市のどこに
「村」をつくりますか？下の地図の中に、◎をかいて表
しましょう。また、どうしてその場所を選んだのか、そ
の理由も考えましょう。

◆チャレンジコーナー

◆なるほど郷土博物館

　わたくしは、女王・卑
ひ み こ

弥呼。縄文時代、弥生時代のころの人々は、一体
どのようなくらしをしていたのかしら？調べてみましょう！

縄
じょうもん

文時代、弥
やよい

生時代と人々のくらしの様子

人骨化石 勾
まがたま

玉・管
くがたま

玉など 土器 木製品（横おの）

十三菩
ぼ だ い

提式土器 市内の遺跡分布図

1 鍛冶谷・新田口遺跡（かじや・しんでんぐち）
2 南原遺跡（みなみはら）
3 前谷遺跡（まえや）
4 南町遺跡（みなみまち）
5 上戸田本村遺跡（かみとだほんむら）
6 美女木八幡社脇遺跡（びじょぎはちまんしゃわき）
7 根木橋遺跡（ねぎのはし）

【資料３－１】
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●�この時代の人びとは、（　　）住居でくらして
いた。
●�古墳からは、たくさんの（　　）が出土して
いる。
●�古墳にほうむられた力のある人びとを（　　）
とよぶ。
●�日本で最も大きな古墳は、大阪府にある
（　　）古墳である。

日本全国の流れ 戸田市の動き

●５９３年

　�聖徳太子が推
すい こ

古天皇の摂
せっしょう

政

になった。

●６０４年

十七条の憲法が制定された。

●６０７年

小野妹子を隋
ずい

に送る。

●６４５年

大化の改新

●６７２年

壬
じんしん

申の乱

●３００年ごろ

�有力者を中心とした集落が

現れ、鍛
か じ や

冶谷・新
しんでんぐち

田口遺跡

のような方
ほうけいしゅうこうぼ

形周溝墓が盛ん

につくられた。

●５００年ごろ

�上戸田に集落ができ、カマ

ドを持つ、たて穴住居がつ

くられた。

●５５０年ごろ

　�埴
はに わ

輪を持つ古墳（南
みなみはら

原遺跡）

が、上戸田につくられた。

　聖徳太子が建てた法隆寺は、現在残っている木造建築物の中では、「世界最古」のものです。ではどうして、木造の建物が雨や風、

台風にも負けないで、１４００年もの間長持ちしているのでしょうか。それには、いくつかの「秘密」があります。①材料に

耐久性のある「ヒノキ」を使っていること　②長さが２０㎝もある「和クギ」を使っていること　③土台がしっかりとしていて、

地震などに対して強いことなどです。

　下の文の（　 　）に入る言葉を、□の中から
選んで、①～⑧の番号を書きましょう。

①長穴　②たて穴　③はにわ　④ガラス
⑤豪
ごうぞく

族　⑥貴族　⑦大仏　⑧大
だいせん

仙（仁
にんとくりょう

徳陵）

◆クイズコーナー

◆なるほど郷土博物館

◆歴史トリビア

答え：②③⑤⑧

　古墳時代、飛鳥時代のころの人々は、どのようなくらしをしていたの
かな？わたくし聖徳太子が、いろいろと教えてあげましょう。

古墳時代、飛鳥時代

古墳時代の住居のようす

　この復元家屋はたて穴住居と
いって、地表面を掘り下げて床
面とし、４本の柱で屋根を支え
る古墳時代の住居の一形態です。
縄文時代や弥生時代からつづく
住居形態と同じですが、古墳時
代の中ごろから壁にはカマドが
つくられるようになりました。

古
こふん

墳時代、飛
あすか

鳥時代と人々のくらしの様子

【資料３－１】
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　鎌倉時代の戸田は、「佐
さ さ め ご う

々目郷」
と呼ばれ、鶴

つるおかはちまんぐう

岡八幡宮の社領とし
て栄えていました。
　現在でも残っている史料には、

美女木、禰
ねぎのはし

宜橋、沼
ぬまかげ

影といった当
時の地名が見られます。佐々目郷
が、荒川下流域の左岸、現在の戸
田市西部からさいたま市の南西部
に位置していたことが分かります。

日本全国の流れ 戸田市の動き

●１１９２年

�源頼朝が征夷大将軍

になった。

●１２７４年

文永の役
えき

●１２８１年

弘安の役

●１３３３年

鎌倉幕府が滅びた。

●１２５３年

　�市内最古の建
けんちょう

長の

板
い た び

碑が立てられた

（観
かんのんじ

音寺）。

●１２９３年

�佐々目郷が、鎌倉の

鶴岡八幡宮の社領と

なった。

　源頼朝と源義経。この二人の兄弟の話は、とても有名です。

　頼朝と義経は力を合わせて、平氏をうち破り、鎌倉幕府の基礎を築

きました。

　しかし、義経はその後、兄・頼朝から追われる立場となりました。

頼朝と義経の仲が悪くなったのは、なぜでしょうか。

　それは、①戦い方が天才的に上手だった義経を、頼朝がねたんだから。

②義経が、頼朝の許可なく朝廷から「検
け び い し

非違使」という地位を与えら

れたから、などであると言われています。

　頼朝は、義経が自分の地位をおびやかし、その結果、自分を中心と

する源氏一族の統
とうそつ

率がくずれることを心配したのでしょう。

◆なるほど郷土博物館

◆歴史トリビア

　ようこそ、鎌倉時代へ。みなさんを鎌倉時代の「武士の世の中」へと、
ご案内いたしましょう。

鎌倉時代

鎌倉時代のころの佐
さ さ め ご う

々目郷（現 戸田市）のようす

元
げんこう

寇

鎌
かまくら

倉時代と人々のくらしの様子

【資料３－１】



— 9 —

日本全国の流れ 戸田市の動き

●１３３８年

室町幕府の成立

●１３６８年

�足利義満が征
せ い い

夷大将

軍になった。

●１４６７年

　�「応仁の乱」が起こっ

た。

●１５４３年

鉄砲が伝わった。

●１５４９年

�キリスト教が伝わっ

た。

●１５７３年

�織田信長が室町幕府

を滅ぼした。

●１５９０年

�豊臣秀吉が全国を統

一する。

●１３３５年

�足利尊氏が、鎌倉の鶴

岡八幡宮に戸田の土地

を寄進した。

●１３８２年

�上戸田氷川神社が建て

られた。

●１３９８年

�鶴岡八幡宮から、佐々

目郷の治安が乱れてい

ることで注意を受け

た。

●１４５０年

　�上戸田に羽
はぐろごんげんしゃ

黒権現社が

建てられた。

●１５６２年

�争いが起こり、北条氏

康によって佐々目郷が

焼かれた。

室町時代、戦国時代

◆なるほど郷土博物館

　わしは、織田信長じゃ。ここからは、このわしが、みなさんを「きら
びやか」な室町時代と「下

げこくじょう

克上」の戦国時代へと、御招待いたそう。

　板石塔婆は、「板
いた び

碑」とも呼ばれ、主に
鎌倉時代、室町時代に造られた供

くようとう

養塔の
一種です。

りょくでいへ　がん

材料は緑泥片岩といい、荒川上流の
長
ながとろ

瀞付近や荒川支流の小川町で産出され、
平らに割れやすく彫

ちょうこく

刻しやすい性質を
もっています。
　優れた技法で造られたものは、美術品
としても貴重なものです。県内では約
２万基が発見されており、戸田市内では
２３０基以上が確認されています。

（　）�戸田市内で発見された板碑は、主に長瀞や小川
町でとれた材料からつくられている。

（　）戸田市内では、３６０基が発見されている。
（　）�板碑には、仏像などが刻まれていて、主に亡くなっ

た人を供
くよう

養するためにつくられた。
（　）�鎌倉時代から江戸時代までの間で、板碑が最も

多くつくられたのは、鎌倉時代である。

　「板碑」について、正しいものを２つ選んで、（　　）
に○をつけましょう。

◆クイズコーナー

　足利尊氏が開いた室町幕府。ところで、この「室町」という名前は、

どこから付けられたのでしょうか。

　室町という名前は、３代将軍・足利義満が住んでいた家「花の御
ごしょ

所」

が、京都の北小路北・室町東にあったことから付けられたのでした。

ですから、初代足利尊氏から２代目の足利義
よしあきら

詮までの間は、厳密には

「室町幕府」とは言えないのですね。ちなみに、義満がくらしていた「花

の御所」には、美しくて珍しい花がたくさん咲き乱れていたと言われ

ています。

◆歴史トリビア

答え：○×○×

室
むろまち

町時代、戦
せんごく

国時代と人々のくらしの様子

板
い た い し と う ば

石塔婆

ん

【資料３－１】
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◆なるほど郷土博物館

　ようやく「平和な世の中」になったぞ。この時代は、わたくし徳川家康が、

御案内いたそう。これから、江戸幕
ば く ふ

府は 300 年も続いたぞよ。

江戸時代の戸田の村のようす

戸田の「昔」と「今」の様子を

比べてみよう！

　江戸時代、戸田には６つの村がありました。
「下戸田村」、「上戸田村」、「新曽村」、「惣

そ う え も ん

右衛門
村」、「下笹目村」、「美女木村」です。
　村には、名

なぬし

主を長
おさ

とする「村役人」が置かれ、
村をとり仕切っていました。村役人には、村長
に当たる「名

なぬし

主」、その補
ほ さ や く

佐役としての「組
くみがしら

頭」・
「年
としより

寄」、農民の代表である「百
ひゃくしょうだい

姓代」がいました。
これらを「村

むらかたさんやく

方三役」と言います。これらの村
役人は、税金としての年

ねん ぐ

貢を集めたり、村の治
安の維

い じ

持などを行ったりしていました。

江
え ど

戸時代と人々のくらしの様子

石
こくだか

高　 　江戸時代、検地によって定められた耕地の生産高のこと。玄米の量に
よって表示される。石とは、主に米穀を計るのに用いる単位のことで、
一石は約 180 リットルに値する。

【資料３－１】
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荒川の舟
しゅううん

運の様子や鷹
た か ば

場についても、調べてみよう！

　戸田渡
と せ ん ば

船場は、中山道と荒川の交
差点にあり、商用や公用で行き来す
る旅人などでにぎわいをみせていま
した。
　戸田渡船場には、４６戸の家があ
り、船

ふなやくにん

役人・水
か こ

夫・小
こあげにんそく

揚人足として
渡しの仕事を行ったり、旅人相手の
店などを開いたりしていました。
　また、渡船場は、中山道を通行す
る大名や公家たちも利用していまし
た。大名や公家が通行するときは、
ふだんとは違い、大勢の人びとが仕
事にかり出されて、多くの負担をし
いられました。渓

けいさいえいせん

斎英泉画『戸田川渡場』

　江戸時代は、「人馬は街道　荷物は水路」と言われ、大量の荷物を安い運賃で運べることから、「舟運」が全
国的に発達し、高瀬船などの荷船が行き来していました。初めは年貢米などが輸送の中心でしたが、商品荷物
の輸送が多くなると、各河川には荷物を積み降ろしする「河

か し ば

岸場」が設けられるようになりました。荒川沿い
の村々からは、江戸でくらす人びとの食料となる米・麦・雑

ざっこく

穀・野菜・醤
しょうゆ

油や燃料の薪
まき

・木炭などが積み出さ
れ、江戸からは織物の原料や肥料などが運ばれてきました。
　戸田には、「戸田」・「早瀬」・「道満」の３カ所に河岸場があり、中でも戸田河岸場は中

なかせんどう

山道との交差点に当
たるため取り扱う量が多く、荒川を代表する大きな河岸場でした。

荒川の舟運のようす

【資料３－１】



— 12 —

日本全国の流れ 戸田市の動き

●１６０３年
　�徳川家康が江戸に幕府を
開いた。

●１６１４年
　大阪冬の陣
●１６１５年
　大阪夏の陣
　豊臣氏が滅亡した。

●１６３５年
　�参

さんきんこうたい

勤交代制度が始まった。
●１６３９年
　鎖

さこく

国が完成した。

●１８５３年
　ペリーが浦

うらが

賀に来た。
●１８５４年
　日米和親条約を結んだ。
●１８５８年
　日米修好通商条約を結ん
だ。
●１８６７年
　大

たいせいほうかん

政奉還
　（王

おうせいふっこ

政復古の大号令）

●１６０６年
　徳川家康が戸田で鷹狩
りを行った。
●１６０９年
　徳川秀忠が戸田筋で鷹
狩りを行った。
●１６１２年
　下戸田村で検地が行わ
れた。

●１６２９年
　美女木村、下戸田村、
上戸田村、新曽村で検地
が行われた。
●１６３４年
　徳川家光が戸田筋で鷹
狩りを行った。

●１７１６年
　新井白石の意見により、
中仙道が「中山道」に改
められた。
●１７２７年
　井

い ざ わ や そ べ え

沢弥惣兵衛が見沼の
干拓を始めた。
●１７２８年
　見沼代用水が完成し戸
田の村々の水田にも、そ
の一部である西縁用水か
ら水を引くことができる
ようになった。

江戸時代

（　）�江戸時代、戸田には、「戸田」、「早瀬」、「道満」
に河岸場があり、船を使って荷物を運ぶ「舟運」
がとても栄えていた。

（　）�戸田渡船場は、ちょうど国道１２２号と荒川と
の交差点にあったため、たくさんの商人が利用
していた。

（　）�戸田の鷹場は、戸田に住む人ならば、だれでも
自由に入ることができ、勝手にウサギやシカ、
イノシシなどを獲ることができた。

（　）�江戸時代には、庶
しょみん

民は自由に旅をすることがで
きず、村役人から許可をもらう必要があった。

　下の文の中から、正しいものを２つ選んで（　）に
○をつけましょう。

◆クイズコーナー

　大名たちにとって、とても負担が大きかった「参
さんきんこうたい

勤交代」。その

参勤交代ですが、実は「パス」することができたのです。特別な事

情がある場合には、幕府の許可を得て、参勤交代を行わなくてもよ

いことになっていました。さて、その事情とは・・・。

　①自分のお城が、火事で焼けてしまった場合。

　②自分の国で飢
ききん

饉が起こった場合。

　③大名本人が重たい病気にかかった場合、などです。

　ちなみに、教科書のイラストでも有名な加賀藩の場合、２２７回

のうち１９０回しか参勤交代を行っていません。つまり、３７回も

パスしていることになります。

◆歴史トリビア

答え：○××○

江戸周辺の鷹場を表した地図

　将軍家などの狩猟場を「鷹
たか ば

場」と

いいます。

　鷹場に指定された村々は、家屋の

建て替えなどが制限されました。ま

た、狩りの獲物を運
うんぱん

搬や鷹に与える

生餌のエサとして「ケラ」や「ドジョ

ウ」などを集めることなど、多くの

負担がしいられました。

　戸田の鷹場には、徳川家康も訪れ、

鷹狩りを行い、ウサギやシカ、イノシシなどを獲ったと

いう記録が残されています。

鷹場とは・・・

鷹場榜
ぼ う じ

示石

【資料３－１】
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日本全国の流れ 戸田市の動き

●１８６８年

　江戸が東京になった。

●１８７１年

　廃
はいはんちけん

藩置県が行われた。

●１８７２年

　学制が発布された。

●１８７３年

　徴
ちょうへいれい

兵令が出された。

　地
ちそか い せ い

租改正が行われた。

●１８７７年

　西南戦争が起こった。

●１８８０年

　「国会開設の意見書」

●１８８９年

　大日本帝国憲法の発布

　市制・町村制が施行された。

●１８９０年

　第一回帝国議会の開催

●１８９４年

　日清戦争が起こった。

　�イギリスとの条約を改正した。

●１９０４年

　日露戦争が起こった。

●１９１１年

　条約改正が終わった。

●１９１４年

　第一次世界大戦が起こった。

●１９２０年

　国際連盟に加盟した。

●１９２３年

　関東大震災がおこる。

●１９２５年

　普通選挙制度が定められた。

●１８７１年

　埼玉県になった。

●１８７３年

　�戸田に美女木学校と

新曽学校ができた。

●１８７５年

　�初代の戸田橋（木橋）

が完成した。

●１８８９年

　�市制・町村制により、

新曽村、上戸田村、

下戸田村が合併して

戸田村になった。

●１８９６年

　�荒川増水で大きな被

害を受けた。

●１９０７年

　�荒川大洪水で大きな

被害を受けた。

●１９１０年

　�戸田尋
じんじょう

常小学校が開

校した。

●１９１３年

　�戸田村に電灯ができ

た。

●１９２２年

　�天皇が荒川の戸田堤

防を馬で遠乗りをさ

れた。

明治時代、大正時代

◆なるほど郷土博物館

　いよいよ、新しい日本の夜明けだぞ。この時代は、わたくし板垣退助が、
御案内いたそう。日本が大きく変わっていくぞ！びっくりするぞ！！

　初めて荒川に橋がかけられたのは、明治８年（１８７５年）
のことです。中山道の交通量の増加に伴い、橋をかけること
になり、埼玉県側と東京都側の話し合いが行われ、明治７年
（１８７４年）１２月の着工となりました。橋の名前は、「戸
田渡船場」の呼び名から取って、「戸田橋」となりました。
　現在の戸田橋は、昭和５３年（１９７８年）に完成した４
代目の橋になります。

明
めいじ

治時代、大
たいしょう

正時代と人々のくらしの様子

初代　戸田橋

２代目　戸田橋

３代目　戸田橋

４代目　現在の戸田橋

【資料３－１】
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　明治時代、大正時代の戸田の様子について、下の問題に答えましょう。
①荒川に初めて橋がかけられたのは、明治何年？　　　　　　　　　　　　　　�〔明治　　　　　年〕
②戸田橋の通行料が無料になったのは、明治何年？　　　　　　　　　　　　�　〔明治　　　　　年〕
③現在の戸田橋がつくられたのは、昭和何年？　　　　　　　　　　　　　　�　〔昭和　　　　　年〕
④一番早く戸田にできた学校は、明治何年？　　　　　　　　　　　　　　　　�〔明治　　　　　年〕
⑤上戸田村と下戸田村と新曽村が合併して「戸田村」ができたのは、明治何年？〔明治　　　　　年〕

　明治２３年（１８９０年）、日本初の国
こくせい

政選挙が行われました。その時の選挙の仕組みは、今の選挙とはかなり異なったもの

でした。そのため、各地でいろいろな「事件」が起こりました。

　たとえば、こんな事件です。当時の選挙では、「立
りっこうほ

候補制度」がなかったため、誰に投票してもよかったのです。ですから、

立候補もしていないのに落選した人が出るという事態が発生してしまいました。埼玉県出身の渋沢栄一は立候補もしていない

のに、勝手に９４票も投票され、その結果落選してしまいました。また、これを見た福沢諭吉は「自分に投票しないように」

という広告を新聞に出したほどでした。現在の選挙からは、考えられないような事件ですね。

◆クイズコーナー

◆歴史トリビア

答え：8　31　53　6　22

　明治２２年（１８８９年）に公布された市制・町村制をきっかけとして、全国的に町村の

合
がっぺい

併が進められました。戸田の村々においても、江戸時代の６つの村が３つの村になりました。

上戸田村・下戸田村・新曽村が合併して「戸田村」に、下笹目村・惣右衛門村が合併して「笹

目村」に、美女木村は曲
まがもと

本村（現�さいたま市）・内
うちや

谷村（同）・松
まつもとしんでん

本新田（同）と合併して「美

谷本村」になりました。

　その後、昭和１６年（１９４１年）に、戸田村は「戸田町」となり、昭和１８年（１９４３年）

に美谷本村と笹目村が合併して「美笹村」ができました。そして、昭和３２年（１９５７年）

に、戸田町と美笹村が合併して「戸田町」となり、昭和４１年（１９６６年）には「戸田市」

となって、県内２４番目の市として出発しました。 役場の看板

今の戸田市役所と

比べてみよう！

　　明治政府は明治元年（１８６８年）に、新
しい政府の方針を示した「五箇条の御誓

せいもん

文」を
発しました。また、その翌日一般庶民に対して
「五榜の掲示」を示しました。
　これは、江戸幕府の政策をまねしたもので、
キリスト教が禁じられたりしていました。
　写真は、美女木村に残されていた「五榜の掲
示」の木札です。

「五
ご ぼ う

榜の掲示」の木札

▲戸田市役所

戸田町役場の全景▶

【資料３－１】
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日の丸寄せ書きと国民服

この時代の人々は、どんなくらしをしていたのかな？
調べてみよう！

　「国民服」は、戦時下において男性の日常服として着られていたものです。色は「国防色」と呼ばれるカーキ色
（枯

かれくさいろ

草色）でした。戦場では目立たないようにすることが大切でしたから、このような色になったと言われています。
その他にも、戦場に向かう兵隊さんたちには、「防毒マスク」や「ゲートル」が配られました。ゲートルとは、足を
守るために巻く帯状の布のことで、戦場では応急処置の包帯や骨折した手足をしばる布の代わりなどに使われていま
した。

　戦争が始まると、人びとのくらしはだんだんと苦しく
なっていきました。食料や衣服、燃料など生活に欠かせな
い品物も自由に手に入れることができなくなり、人びとは
政府から配られる「配給切符」を持って、決められた時間
に行列をつくって配給を受けるようになりました。

　「千人針」は、戦争に行った人が無事に帰ってくる
ことを祈って、多数の女性によって作られました。日
中戦争の開始とともに全国的に広まったものです。戦
地の兵隊さんたちは、これを弾

たま

よけのお守りとしてお
腹に巻いたり、帽子にぬいつけたりしていました。
　この腹巻には、虎が描かれています。「虎は千里往っ
て千里還

かえ

る」とも言われており、戦場に往った人が無
事に帰ることを願って虎の絵が使われていました。

◆なるほど郷土博物館

配給切符・衣料切符

千人針

昭
しょうわ

和時代と人々のくらしの様子（１）

【資料３－１】
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　昭和１６年（１９４１年）１２月８日の日本軍による「真
しんじゅわんこうげき

珠湾攻撃」と言えば、「リメンバー・パールハーバー」という言葉

があまりにも有名です。アメリカ軍は、この攻撃で戦艦８隻、航空機２００機以上の損害を受けたと言われています。そして、

日本軍のこの攻撃が宣戦布告前の「奇
きしゅう

襲」であったため、現代に至るまで「日本人はずるい」という悪
あくひょう

評を受けることになっ

てしまったのです。

　ところが、当時の日本政府には宣戦布告なしの奇襲をしかけるつもりは、まったくありませんでした。

　日本政府は、戦争をしかける前に、きちんと宣戦布告を行うつもりだったのです。それが、結果として「奇襲」となってしまっ

たのは、当時、日米交渉を担当していたワシントン日本人大使館の失
しったい

態が原因なのです。何と、日本の外務省からアメリカに

渡さなければならない宣戦布告の文書が大使館に届いたとき、大使館にはだれもいなかったのです。そのため、アメリカ側に

対する宣戦布告が間に合わず、日本軍の攻撃が開始されてしまったというわけなのです。

◆歴史トリビア

◆チャレンジコーナー

荒川の改
かいしゅう

修工事は、戦争中も行われていたんだよ！

　もし、あなたが、荒川の改修工事を行うとしたら、荒川の流れをどのように変えますか？下の
地図に、あなたが改修工事を行った荒川の流れを、赤でかきこみましょう。

　戸田の西から南側を流れる荒川は、文
字どおり「荒れる川」でした。いったん
大雨が降ると増水し、そのまま降り続け
ると洪

こうずい

水になって、川沿いに住む人々の
生活に大きな被害をもたらしました。
　そのため、戸田の民家では、洪水に備
えて「水害避難船」を軒

のきした

下につるしてい
る家もありました。
　一方、大正から昭和初期にかけては河
川改修が行われました。改修工事は、蛇
行する河道を直線化し、河川敷を大きく
して川幅を広げ、新しく堤防を築くなど、
当時の最新技術を駆使して工事が行われ
ました。この時の改修工事は、昭和 29
年に完了しました。荒川の流れのうつりかわり

【資料３－１】
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日本全国の流れ 戸田市の動き

●１９３１年

　満州事変が起こった。

●１９３３年

　国際連盟から脱
だったい

退した。

●１９３７年

　日中戦争が起こった。

●１９３９年

　第二次世界大戦が起こった。

●１９４１年

　太平洋戦争が起こった。

●１９４６年

　日本国憲法の公布

●１９５１年

　�サンフランシスコ平和条約

を結んだ。

●１９５６年

　国際連合に加わった。

●１９２９年

　戸田橋（鉄橋）が完

成した。

●１９４０年

　�戸田ボートコースが

完成した。

●１９４１年

　戸田町になった。

●１９５１年

　�戸田橋の花火大会が

始まった。

●１９６４年

　�東京オリンピックの

ボート競技が戸田の

ボートコースで行わ

れた。

●１９６６年

　�市制が施行されて、

戸田市になった。

◆チャレンジコーナー

◆なるほど郷土博物館

昭和時代

聖
せ い か

火ランナーのユニフォームとメダル

戦争が終わって、日本はどのようにして、今のような
豊かな国になったのかな？調べてみよう！

　この写真は、昭和４１年（１９６６年）に行われた
戸田市誕生の記念式典の様子です。
　もし、あなたが、この記念式典の場にいたら、どん
なことを感じたり考えたりしますか？

自分の似顔絵

昭
しょうわ

和時代と人々のくらしの様子（２）

【資料３－１】
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郷土博物館　ウルトラクイズ

　博物館をグルッと一回りしてきたあなたは、もう立派な「歴史博士」ですね。

歴史の学習は、どうでしたか？楽しかったですか？

　では、最後に「郷土博物館 ウルトラクイズ」にチャレンジしてみましょう。

むずかしいですよ。全部答えることができるかな？さぁ、がんばって !!!

① 戸田市内にある鍛冶谷・新田口遺跡からは、昔の人のお墓がおよそいくつ発見されてい
るでしょう？　　　　　　　　　　　　　　　答え（およそ　　　　　　　　　　　基）

② 戸田市内にある南原古墳は、およそ何世紀につくられたものでしょう？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　答え（およそ　　　　　　　　　　世紀）

③ 鎌倉時代のころの戸田は、何と呼ばれていたでしょう？（ヒント：漢字４つです。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　答え（　　　　　　　　　　　　　　　）

④ 鎌倉時代、室町時代につくられた板碑。材料は何という石でしょう？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　答え（　　　　　　　　　　　　　　　）

⑤ 江戸時代の戸田には、何カ所の「河
か し ば

岸場」があったでしょう？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　答え（　　　　　　　　　　　　　か所）

⑥ 戸田の舟運で活やくした「高瀬船」とは、何を運んだ船でしょう？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　答え（　　　　　　　　　　　　　　　）

⑦ 戸田橋は、これまで何回かつくりかえられてきました。では、現在の戸田橋は、何代目
になるでしょう？　　　　　　　　　　　　　答え（　　　　　　　　　　　　　代目）

⑧ 昭和２２年に「美笹中学校」と同時に開校した中学校は、何中学校でしょう？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　答え（　　　　　　　　　　　　中学校）

⑨ 戸田市が誕生したのは、昭和何年のことでしょう？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　答え（昭和　　　　　　　　　　　　年）

⑩ 郷土博物館の正面玄関左側で、館内に入ってくる人たちを「ジィーッ」と見つめている
鳥の種類は、何でしょう？　　　　　　　　　答え（　　　　　　　　　　　　　　　）

気をつけて帰ってね。バイバイ、また来てね…!!!

※答えはホームページを見てね

戸田市立郷土博物館 〒 335-0021 埼玉県戸田市大字新曽 1707 番地
http://www.city.toda.saitama.jp/soshiki/377/

TEL 048(443)5600 FAX 048(442)8988
E メール hakubutu@city.toda.saitama.jp

R2.6.
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